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Ⅰ 体育科研究の方向性                  

 １ 主題設定の理由 

「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 体育編」で以下のように記されています。 

現行学習指導要領に「共生」が「学びに向かう力，人間性等」に係る指導内容として新

たに加えられました。このことは，多様性を認める共生社会の実現に向けて，学校教育全

体でどのように取り組んでいくかを問うものであります。 

体育科の学習における「共生」を以下のように押さえました。 

 

 

 

運動が得意な児童，又は運動が苦手な児童を中心に据えた課題解決学習では，児童の積

極的な参加とはならず，豊かなスポーツライフを実現する児童は育ちません。 

「共生」を大切にすることは，互いを尊重し，運動が得意な児童も苦手な児童もありの

ままの姿で運動に関わることにつながります。児童同士が学びを進め，誰とでも，どのよ

うな状況でも多様な楽しみ方，関わり方を味わう「真の探究」が実現すると考えます。 

以上のことから研究主題を「『共生』を大切によりよい関わり方を『つくる』ことを通

して，豊かなスポーツライフを実現する体育科の学習」としました。「『共生』を大切に

よりよい関わり方を『つくる』」とは，一人一人の思いや願いを尊重し合い，既存の枠組

みや考え方にとらわれることなく仲間と共によりよい関わり方を考え出したり，創り出し

たりする学習のことです。「豊かなスポーツライフを実現する」とは，一人一人の能力を

最大限に生かして学び合い，互いの取組を認め，仲間との良好な関係を築くことです。 

２ 目指す「新たな価値を創り出す」児童の姿 

体育科における「子供が創り出す『価値』」を以下のように押さえました。 

①自ら問いをもって，探究することの価値  

自己の思いや願いを基に，自他の能力に応じた課題を選

択し，解決していくことを通して，どのような環境でも

運動に親しむ。 

②人と関わり，協働して探究することの価値  

他者と協働し，最適解を創造することを通して，他者を

価値ある存在として尊重し，仲間との良好な関係を築

く。 

③探究する中で得た内容知や方法知の価値  
体育の見方・考え方を働かせ，課題を見付け，よりよい

解決方法を選択し，他の問題解決の場面で生かす。 

他者と運動やスポーツの多様な楽しみ方や関わり方を共有し，一人一人の能力を最大

限に生かし，仲間と考えを伝え合って自己の考えを深めようとしたり，互いの取組を認

めて仲間との良好な関係を築こうとしたりする互恵的な関係による学び合いのこと。 
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豊かなスポーツライフの実現を重視し，スポーツとの多様な関わり方を楽しむことが

できるようにする観点から，体力や技能の程度，年齢や性別及び障害の有無等にかかわ

らず，運動やスポーツの多様な楽しみ方や関わり方を共有することができるよう，共生

の視点を踏まえて指導内容を示すこととした。（下線は筆者）  
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※学習過程は順序が入れ替わったり，一体化して同時に行われたりすることもあります。 

 必ずしも１単位時間あるいは単元にあてはまるものではありません。 
 
○探究型の学びを支える教材設定の工夫 

・系統性を踏まえ教材を設定する 

・内容的視点，方法的視点から教材を加工，改変する 

 

 

 

Ⅱ 研究内容の具体                    

１ 探究型の学びのイメージ 
豊かなスポーツライフを実現する体育科の学習とするには，教材と学習過程が豊かに関連付く

問題解決学習を繰り返すことが大切です。 

具体的には，教材との出会いから，よりよい運動との関わり方を「つくる」問題解決の過程を

通して，特性に応じた運動との関わり方を理解するとともに，基本的な動きや技能を身に付け，

自己の課題を見付け，その解決方法を考え，実行していくことです。 

本校体育科では，易しい運動から「思いや願い」を醸成し，自ら問いを見いだし，問題解決の

過程を経て，豊かなスポーツライフを実現する「探究型の学び」を以下のように押さえました。 

○探究型の学習過程 
≪具体例≫ 

第４学年「でこキャッチバレーボール」（E ゲーム イ ネット型ゲーム） 

 

 

 

 

１ 時間目
（ ボール慣れと単元目標）

見本のゲーム動画
（ 文部科学省）

でこヘディ ング

でこキャッ チ
でこスロー

連続アンダー
レシーブ アタ ッ ク

的あて
練習集

１ 時間目
（ ボール慣れと単元目標）

見本のゲーム動画
（ 文部科学省）

でこヘディ ング

でこキャッ チ
でこスロー

連続アンダー
レシーブ アタ ッ ク

的あて
練習集

１時間目
（ ボール慣れと単元目標）

①思いや願い②問題発見 

・易しい運動（ボール慣れの運動）※試し

のゲームや導入教材を扱うこともある。 

・メインゲームを知り，楽しさやつまずき

を共有し，単元目標を児童が考える。 

③課題発見④予想 

・メインゲーム動画を視聴し，解決可能な運

動課題を考える。 

・解決方法を知る（練習集，見本動画の活用）。 

・自分やチームの課題に応じて活動を決める。 

１ 時間目
（ ボール慣れと単元目標）

見本のゲーム動画
（ 文部科学省）

でこヘディ ング

でこキャッ チ
でこスロー

連続アンダー
レシーブ アタ ッ ク

的あて
練習集

⑤確かめる 

・練習集から選んでチーム練習をする。 

・試しのメインゲームを行う。 

※グループ内での課題解決だけではなく，

グループ間でも協働的に課題を解決す 

る。 

２ 時間目
（ チームタイム）

チームタイム

審判の役割（ 掲示） 教師主導で行います

２ 時間目
（ チームタイム）

チームタイム

審判の役割（ 掲示） 教師主導で行います

３ 時間目
（ ト スの高さ ）

２ 時間目
（ チームタイム）

チームタイム

審判の役割（ 掲示） 教師主導で行います
⑥修正⑦実行⑧振り返り 

・うまくいったところをさらに伸ばしたり，う

まくいかなかったところを修正したりする。 

・課題を焦点化し，課題を意識して活動する

（練習，ゲーム，作戦会議）。 

・一連の学習活動を振り返る（思いや願い）。 
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２ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現する授業デザイン 

 本校体育科では，「個別最適な学び」と「協働的な学び」を，次のように押さえました。 

≪一人一人が主体的に運動と関わる学習の充実≫ 

 一人一人の能力を生かし学び合っていくには，主体的に運動に関わろうとする思いや願いが醸

成され，自分に合った課題解決の場が保障されていることが重要です。一人一人が主体的に運動

と関わる学習の充実について研究を進めました。 

≪互恵的な関係による学び合い活動の充実≫ 

 一方向伝達的な教え合いでは，運動が得意な児童の考えが正解であると陥る児童が増えていき

ます。正解が一つではない最適解を協働して創造するためには，互恵的な関係による学び合いが

重要です。多様な児童が多くの他者と学び合う学習活動について研究を進めました。 

○「思いや願い」を醸成する教材との出会いの場の充実 

慣れの運動 試しのゲームや導入教材 

［実践例：６年「跳び箱運動 サーキット」］ 
◎感覚を思い出す 
（既習，学習活動） 
・腕支持感覚 
・逆さ感覚 
・締め感覚 
◎既習と未習の接続 
接して回る技（既習） 
↓ 
体を支えて回る技へ（単元のねらい） 
［実践例：４年「でこキャッチアタックバレー」］ 
◎身体経験を積む 
・ボールを投げ上げたり，頭より高い位置でア
タックしたりする経験の確保 
※ボールへの安心感 

［実践例：５年「フィールダーTボール」］ 
【試しのゲームと工夫例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
【導入教材の活用】 
・ルールの理解に偏りがあったり，技能差
などにより主教材を扱うことが難しか
ったりする場合は導入教材を扱う 

・導入教材「ハンドベースボール」 
・導入教材「並びっ子ベースボール」 

 
○自分に合った場や教具の選択と修正 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎児童に合わせて修正していく 

・運動の様子や単元中の振り返り（場や用具は自分に合

っているか）を基に場や教具を修正する 

①ハードル間は

適切か 

②仲間の関わり 

③①②の理由 

ロイター
板

ロイター
板

横細

１
段

１
段

平均台

跳び箱①サーキット
ス
タ

ト

ス
タ

ト

◆体育科における「個別最適な学び」 

思いや願いを原動力として，自分の能力を最大限に発揮しながら，自分に合った課題や場
を選択し，解決していく学び。 

◆体育科における「協働的な学び」 

 一人一人が多様な運動との関わり方を楽しみ，自他の課題を協働して解決する中で，動い
てみた感想や考え方を共有し，運動との関わり方を豊かにしていく学び。 

【初期ルール】 
○攻撃，守備を１回ずつ行う 
○打者はアウトになるまで進塁し，塁を一
つ通過すると１点※残塁無し 

○打者一巡で攻守交代 
○守備は走者よりも先回りしてボールを送
るとアウトにできる※３人触球でアウト 

○守備は走ってボールを運んではいけない 

◎条件を選択できる場や教具の選択 

・身体的特性，身体能力に応じて場や教具

を選んだり変えたりできるようにする。 
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３ 子供が新たな価値を創り出すための振り返りの工夫 

豊かなスポーツライフを実現するには，体力

や技能の程度，年齢や性別及び障害の有無等に

関わらず，運動やスポーツの多様な楽しみ方を

共有し，次の学びに生かしていくことが大切で

す。 

そこで，右のような視点を明示し，身体感覚を

伴った「学び」の実感だけではなく，「学び方」

の変容についても自覚できるような振り返りの

工夫について研究を進めました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○互恵的な学び合いを支える単元目標の設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○学習グループ間の学びをつなぐ共有場面の設定 
 
 
 
 

【探究する中で得た内容知や方法知の価値】（単元の振り返り） 

 

【①自ら問いをもって探究することの価値】（単元中の振り返り） 

本時の「問い」について，自分の学びを振り返ります。 

【②人とかかわり，協働して探究することの価値】（単元中の振り返り） 

他者との「学び方」について振り返ります。 

 

グループの学びの

共通点や差異点を基

に全体で議論する。 

グループ学習が停

滞している場合は

「学び方」の共有を

行う場合もある。 

１ 時間目
（ ボール慣れと単元目標）

◎学習グループ内で学び合えるように，単元で身

に付けたい知識・技能を軸として設定します。 

・技能だけではなく，態度面など多様な考えを

「出し合う」 

・特に大事にしたいことを「比べ合う」 

※既習や経験の想起と思いや願いの共有 

・単元目標を「決める」 

・単元目標を常に意識して活動する ※これまでに味わっ

た運動の面白さの

想起と共有を行う 

 

※思いや願いの醸

成と共有を行う 
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Ⅲ 研究実践                         

 

 

 

１ 研究授業のねらい 

本単元では，動くボールを遠くや狙った

場所へ打ち返すことや，選択的な判断によ

り効率的に進塁を防ぎ，得点を競い合う楽

しさを誰もが味わうことをねらいとしまし

た。 

これまでのベースボール型ゲームでは，

規則の難しさ，簡易化することによる守備

判断や動くボールを打つ楽しさを味わう機

会の減少が課題とされてきました。児童の

実態や教材の系統性，ベースボール型ゲームの課題から右記のような教材を設定しました。 

 

２ 単元の指導計画（７時間扱い） 

時 段
階 

学習内容・学習活動 評価の重点【評価方法】 多様な関わり方 

①
（
本
時
） 

問

題

発

見 

  

◇単元の見通しをもつ 

○ボールに慣れる 

○試しのゲーム 

 
○振り返り 

態⑥【観察】 

 

 

 
知①【観察，ノート】 

 

②
③
④ 

課
題
発
見 

予
想 

確
か
め
る 

修
正 

◇みんなで規則を「つくる」 
○運動課題と課題解決の仕方を知る 
○自他の特徴から練習を決める 
 
 
○チーム練習 
○ズ・ドーンゲーム 
○規則の変更案の交流 
○ズ・ドーンゲーム 
○アダプテーションによる規則修正 
○振り返り 

 

 

態③【観察・ノート】 

 

 

 

思②【観察，ノート】 

 

思①【観察・ノート】 

知②【観察】 

 
態③【観察・ノート】 

 

⑤
⑥
⑦ 

実
行 

振
り
返
り 

◇簡単な作戦を選び，新しい規
則のゲームを楽しむ。 

 
 
○ズ・ドーンゲーム（ＮＥＷ規則） 
○チームタイム 
◇大会を行う 

○ズ・ドーン！ベースボール大会 
 
 

○振り返り 

態①【観察】 

思③【観察，ノート】 

 

 

態⑤【観察・ノート】 

知④【観察】 

態④【観察】 

知②【観察・ICT】 

 

 

知③【観察・ICT】 

 
 

４年生実践『ベースボール型 ズ・ドーン！ベースボール』 
 

実践のテーマ：「共生」を大切に動きや規則を「つくる」ことで， 

             楽しむための心を「はぐくむ」体育学習 

 

 

【知る】用具の準備の仕
方を確認している。 
【知る】バウン・ドー
ン！ベースボールの行
い方が分かっている。 

みんなが思いっきりズ・ドーンするには？ 

【知る】練習の仕方や正
しいフォームについて
分かっている。 

【支える】応援，ゲーム
の審判をして支える。 

【つくる】ゲームをした
感想から，誰もが楽しめ
る場や規則を考えてい
る。  

相手の得点を最小にするには？ 

【みる】ボールの正面に
入る動きや声を掛け合う
連携などのよいプレイを
見付ける。 
【みる】チームの作戦が
自分やチームの特徴に合
っているか観察してアド
バイスする。 
【支える】大会を運営し
たり，審判をしたりする。 打ったり捕ったりして，みんなで楽しむことができた。 
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３ 本時の学習 

(1) 本時の目標  

周囲を見て場や用具の安全を確かめながら慣れの運動やゲームをし，ズ・ドーン！ベースボールの

行い方の特徴や自他が感じる楽しさやつまずきを理解し合い，単元目標を設定することができる。 

 

(2) 本時の展開(７時間扱いの１時間目) 

学習内容と主な学習活動 研究との関わり・留意点 

※場や用具の準備はしておく 

 

１ グループ対抗スキップぶつけ鬼 

２ 本時のねらいの確認 

 

 

 

３ 場や用具の確認をする 

・場や用具の準備や片付けを「知る」 

 

４ 単元の見通しをもつ 

 ・学習の進め方の確認 

 ・初期規則を「知る」 

 ・ゲームの行い方を「知る」 

 ・３年生のゲームとの違いからどのような

技能が必要になるか見通す 

 

５ ゲームにつながる運動を行う 

・ズ・ドーン（手打ち）※１人１球 

・真上投げ上げキャッチ※１人１球 

・キャッチボール（ワンバウンド， 

ゴロ，ノーバン）  ※２人１球 

 

６ 試しのゲームをする 

 ・ゲームの行い方を確認する 

 ・対戦相手を確認する 

 ・試しについては時間制（３分交代） 

 ・打順については番号順 

 

７ 単元目標を設定する 

 ・球が遠くに飛ぶと嬉しい 

 ・何点入るかドキドキした 

 ・動く球を打つのは難しい 

 

８ 次時への見通し 

 ・全体で勝因，敗因を出し合う 

 ・全体で交流する 

 ・接戦になるような規則の工夫について考

えがある人は発表する。 

 ※個人振り返りについては次時に時間を設

定する。 

※「３，４年生のゲーム規則比較表」「チーム表」

「場の設定」を掲示しておく 

・筋肉を温めることを目的とする。大きく動かす

ように指導する。 

 

 

 

・アウトゾーンが走るコート上にならないように

指導する。 

 

・単元の時数，本時の活動，昨年の学びを発展さ

せることを確認する。 

 

 

 

 

・運動が苦手な児童への配慮（大きなボール，口

伴奏，肘の使い方の指導） 

 

 

・場や用具の安全に気を配っている児童の姿を称

賛する。 

 

 

 

 

・ゲーム規則が難しいと感じる児童のために試合

をするコートにも初期規則を掲示しておく。 

◇互恵的な学び合いを支える単元目標の設定 

          a研究視点２  

・動感の全体共有 

・動感を基に単元目標を考える 

◇子供が新たな価値を創り出すための振り返りの工夫          
a研究視点３a 

 

  

 

 

 

 

 

 

◇授業の見所・本時で願っている児童の姿 
 慣れの運動や試しのゲームに主体的に参加し，みんなの楽しさやつまずきから単元目標を考え，

思いや願いを膨らまし，単元の見通しをもっている姿。 

ズ・ドーンベースボールのルールを知り，単元の見通しをもとう！ 

【ウ 主体的に学習に取り組む態度】 

周囲を見て場や用具の安全を確かめている。
（観察） 

【ア 知識・技能】 

ズ・ドーン！ベースボールの行い方の特徴
を言ったり書いたりすることができる。 

（観察，※次時の学習カード） 
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４ 授業の実際 

 

 

互恵的な関係による多様な他者と協働して最適解を創造する学び合い活動の充実が，あらゆ

る他者を価値ある存在と認め，運動を通じて良好な人間関係を築くことのできる児童の育成に

寄与します。 

そのためには，チーム内での学び合いだけではなく，チ

ーム間での互恵的，補完的な学び合いが生まれるように手

立てを講じる必要があります。単元前半では，右記の２点

の手立てを重視しました。 

単元目標を学級全体で設定する営みが，他者の楽しさや

つまずきを理解することにつながります。また，自他の楽

しさやつまずきを共有することは，その後の互恵的な学び

合いを円滑にします。 

そこで本時では，単元目標を児童が考える時間を設定し

ました。ゲームをしてみて楽しかったところやつまずきを

交流したり，３年生での学びを想起したりしました。Ａ児

は「仲間が打者に投げる球が大切です。打者に合った球を

投げられると，遠くに飛ばすことができるからです。」と

発言し，学級全体が納得している様子がありました。 

単元２時間目は，単元目標を意識してチーム練習をし，

ゲームを行いました。ゲーム後のＢ児の振り返りカード

に，「みんなが打ちやすいようにボールを少し打つ人より

右側に投げた」と書いてありました。単元目標を意識した

り，Ａ児の発言を生かしたりして練習やゲームを行ってい

たことが伺えます。 

誰もがゲームを楽しむことができるように規則を柔軟に

変えていく事は大切です。しかし，全体の規則を変更する

ことで，新たなつまずきを生むことも考えられます。 

そこで，単元前半では，そのゲームだけに適用する規則

（アダプテーションルール）を用いることにしました。そ

うすることで，児童が発想した規則の改善案を試しながら

全員の思いに沿った規則を決めることができると考えまし

た。Ｂ児を始め，多くの児童が振り返りで，走る距離を変

える案を出していました。また，守備でも点数が入る規則

変更案を挙げる児童が多くいました。そこで，右記のよう

に規則変更案を３つに絞り，対戦相手同士でアダプテーシ

ョンルールを選びながらゲームを行いました。 

単元４時間目の全員で規則を考える場面では，これまで試したことを基に，話合いが行われ

みんなが納得のいく規則変更となりました。規則の変更が作戦を考えたり，グループ間で協力

して課題を解決したりする必然性を生み，単元後半での学び合いにつながりました。 

２つの手立てにより，互恵的な学び合いが充実し，動くボールを打ち返したり，選択的な判

断により効果的に進塁を防いだりする楽しさを誰もが味わうことができました。このような学

び合いを繰り返していくことで，あらゆる他者を価値ある存在と認め，運動を通じて良好な人

間関係を築くことにつながります。 

 

互恵的な関係による学び合い活動の充実 

 

①単元目標の設定 
②学習グループ間をつなぐ共有
場面の設定（規則の修正） 

     ー  １ 

          

          

       ー      ー    ー  

【児童が設定した単元目標】 

【Ｂ児の振り返り】 

【アダプテーションルール】 
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身体感覚を伴った「学び」の実感に加え，「学び方」

の変容についての自覚が，自分に合った運動との関わ

り方を見いだすことにつながると考えました。そこ

で，単元終末に振り返りの視点（※紀要P.79）を基に，

「これまでの学び」を振り返り，これからの運動との

関わり方について見通す時間を設定しました。 

Ｃ児は，「協働的学習」を選択し，同じチームの仲間

が，新たな練習方法やこつを自チームだけではなく，

学級全体に共有し，全員が楽しめるように行動した価

値について気付くことができました。また，他のチー

ムの仲間が発想した練習方法をチーム練習に取り入れ，学びを深

くした緑チームの価値にも言及しています。 

Ｄ児は，「新しい発見」という視点を選択し，体育という教科

の本質的な価値についても認識しています。振り返りの視点を児

童が選択することにより，自分なりに深く学んだことについて振

り返ることができ，これからの自分と

運動との関わり方を見いだすことがで

きました。 

一方，Ｅ児のように他者との関わりから学んだことや学び方を振り返

ることに難しさを感じている児童もいました。そのような児童の手立て

については，今後検討していく必要があります。  

Ⅳ １年次研究の成果と課題                     

１ 研究の成果 
○実態を基にした教材設定や出会いの場の工夫により，児童一人一人の思いや願いを醸成

することができました。 

○単元目標を学級全体で設定する営みが，他者の楽しさやつまずきの理解につながり，互恵

的な関係による学び合い活動を充実させることができました。 

○振り返りの視点を基に，単元中や単元末に「学び」や「学び方」について振り返ること

で，自分の変容に気付き，これからの運動との関わり方を見いだすことにつながりまし

た。 
 

２ 今後の課題 

○学習グループ同士の学びをつなぐ共有活動をどの場面に設定し，どのように行うのかにつ

いては，研究を進めていく必要があります。 

○他者との関わりで，「学び」や「学び方」の変容を自覚することが難しい児童への手立

てについて明らかにする必要があります。 
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